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放射糠防櫛作用 はい3.4) はしJ～7) 6～24ヶ月
血圧を上げない はい8) はい9～11) 6ヶ月
脳卒中の抑制 イソフラボ、ン はい12) はし、13) 6ヶ月
乳がんの抑制 はし＼14) はい15.16)
大腸がんの抑制 はい17) はいis目19) 6ヶ月
蹄扇平上皮がん いいえ、20)
肺腺がん はい21) 6ヶ月
肝がんの抑制 はい22) はい23.24) 





















































































そこで1ヵ月， 3ヵ月， 6ヵ月， 12ヵ月， 15ヵ月， 4年味噌を用い， Bligh&Dyer法で抽出した
水溶性各分についてLiquidchromatography (LC）で分離し OrbitrapVelos質量分析計で分
析した。得られたピークを KyotoEncyclopedia of Genes and Genomes (KEGG）で検索し，比
定される物質のうち，味噌成分中の物質と其々の標準物質について， LC分離ならびに Multiple-
stage mass spectrometry (MSMS）分析により同定を試みた0 1.219のピークが出現し， 244の
ピークが6ヵ月以上の長期熟成で増加した。そのうち 61化合物がKEGGと一致したO 表2に示







mlz （質量） 化学式 KEGGによる候補物質
144.1018 C1H13N02 Stachydrine 
161.1072 C10H12N 2+ H Tolazoline 
209.1282 C11H15N202＋日 Pilocarpine 
437.1928 C24H3005 Eplerenone 
212β916 C10H13N04 Methyldopa anhydrous 
169.0971 CsH12N202 Pyridoxamine 
184.0605 C8H9N04 4-Pridoxate 
220.1178 C9H17N05 Pantothenate 
241.1293 C10H15N403 Homocarmosine 
269.0457 C rsH100s Genistein 
327.1184 C i4H 18N 201 H umilixan thin 
176.0917 C7H13N04 Calystegin B2 
208.1178 C8H17N05+H Miglitol 
437.1451 C21H240 io Phlorizin 
293.0918 C12H18N 203S+ Na Tolbutamide 
215.1387 C10H18N203 Dethiobiotin 
216.0863 C9H13N05 Succinylproline 
233.0919 C i2H12N 203 Nalidixic acid 
252.1075 C9H17N07 Muramic acid 
278.0869 Cu HrsN zOs Nicotinamido－β－ribosido 
310.0899 C12H17N07 Volkenin 
445.1924 C17H25NsOs Blasticidin S 
316.1001 C11H19N08 N-acetylmuramate 
327.1477 Cl6H22N203 Procaterol hydrochloride, HCI 
329.134 C13H]8N503 Lupinate 
スタキドンを除いて減少の領向を示した32）。
最近別のロットを用いて同じ実験を行った7）。辛口米味噌の熟成1ヵ月， 6ヵ月， 11ヶ月ならび
に23ヵ月を用い， MF飼料に 10%の味噌，ならびに 2.3%食塩を混入した飼料を， 5週齢
B6C3Fl雄マウスに照射1週間前自由摂取させ， y線（ガンマセル 40エグザクタ， MDS
Nordion社製， lGy /min) 10 Gyを照射し 3.5日で剖検し小腸腺嵩再生を検討した。
発酵が進むにつれて小腸腺嵩再生が直線的に増加したO このことはその熟成度に依存して，放
射線防護作用を有することを明らかにした。すなわち熟成度合いにより，腺簡の再生はY= 
1.l 726X + 106.38であり， トラゾリンは血圧抑制のみならず血管新生を行うことから，その量は
Y= 1E+0.6X +8E十6で腺簡の再生とトラゾリン両者の相関関係は Y=1E+0.6X-1E+0.8 (R2= 
0.9681. P<0.05）で良い相関があるためトラゾリンが放射線防御作用に関与している可能性が
示唆された。本実験では仕込み 12～15ヶ月の間で発酵時間が進むにしたがって有効成分の増加
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